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（法 律）
。一般職の職員 の給与に関する法律の一部を改正する
法律 （89) （平 6. 1 1. 7 官報号 外第209号 ）
。国家公務員 等共済組合法等の一部を改正する法律
(98) （平 6. 1 1. 16 官報号外第216号 ）
（政令）
。国家公務員 等共済組合法施行令及び国家公務員 等共
済組合法等の一部を改正する法律の 施行に伴う経過
措置に関する政令の一部を改正する政令
(357) （平 6. 1 1. 16 官報号 外第216号）
。平成 6年度にお け る旧令による共済組合 等からの 年
金受給者のため の特別措置法等の規 定による年金 の
額の改正に関する政令の 一部を改正する政令
(375) （平 6. 1 1. 30 官報第 1535号）
（省 令）
。国立学校にお け る授業料その他の 費用に関する省令
の一部を改正する省令
（文 部44) （平 6. 1 1. 1 官報第 1516号 ）
。国家公務員 等共済組合法施行規則の一部を改正する
省令
（大蔵 109) （平 6 . 1 1. 16 官報号 外第216号 ）
。学校教育法施行規則の一部を改正する省令
（文 部46) （平 6. 1 1. 24 官報第 1531号 ）
。学校教育法施行規則の一部を改正する省令
（文 部48) （平 6. 1 1. 30 官報1535号 ）
（規 則）
。人事院規則 1 - 4 （現行の法律、命令及び規則の廃
止） の一部を改正する人事院規則
（人事院 1 ---: 4 - 14)  （平 6. 1 1. 7 官報号 外第
209号 ）
。人事院規則9 - 8 （初任給、 昇格、 昇給等の基準）
の一部を改正する人事院規則
（同9 - 8 -23) （平 6. 1 1. 7 官報号 外209号）
。人事院規則9 - 15 （宿 日直手当） の一部を改正する
人事院規則 （同9 - 15- 6 )  
（平 6. 1 1. 7 官報号外第209号 ）
。人事院規則9 -24 （通勤手当） の一部を改正する人
事院規則 （同 9 -24- 7)
（平 6. 1 1. 7 官報号外第209号 ）
。人事院規則9 - 34 （初任給調 整手当） の一部を改正
する人事院規則 （同9 -34 - 10) 
（平 6. 1 1. 7 官報号外第209号 ）
。人事院規則9 57 （教職 調 整額の支給方法等） の 一
部を改正する人事院規則 （同9 - 57- 10) 
（平 6. 1 1. 7 官報号外第209号 ）
。平成 6年改正法附則第 3項の規定による最高号俸 等
を受 け る職員 の俸給の切替え 等
（同9 - 98) （平 6. 1 1. 7 官報号 外第209号 ）
。人事院規則9 - 6 （俸給の 調 整額） の一部を改正す
る人事院規則 （同9 - 6 -24 )  
（平 6. 1 1. 16 官報第 1526号）
。人事院規則15-14 （職員 の勤務時間、休日及び休暇）
の一部を改正する人事院規則
（同15-14 1 )  （平 6. 1 1. 18 官報第 1528号 ）
（告 示）
。平成 7年度科学研究費補助金奨励研究 CB） の計画
調 書 の提出期間等を 定める件
（文 部143) （平 6. 1 1. 1 官報第 1516号 ）
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第5回留学生指導相談室運営委員会（11月 1 日）
（議 事）
(1) 平成 7年度 以降の留学 生指導相談室運営経費の
負担方法について （継続）
(2) その他
第5回国際交流委員会留学生部会（11月1日）
（議 事）
(1) 留学 生関係規 定の 整備について
(2) 大学紹介英文 概要について
(3) その他
第2回学生生活協議会体育部会（11月7日）
（議 題）
(1) 平成 6年度在来生合宿研修について
(2) その他
第6回学生生活協議会（11月14日）
（議 題）
(1) 平成 6年度 厚生 補導研究会について
(2) 平成 6年度在来 生合宿研修について
(3) その他
第 8 回生涯学習教育研究センター準備委員会専門委員会
(11月14日）
（議 題）
(1) セ ン タ ーの事業内容について
(2) その他
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第2回学寮委員会（11月15日）
（審議事項）
(1) 調 理士長 の 定年に伴う後任補充について
(2) 暖房用 燃料の負担割合について
(3) ダイレ ク ト メ ルー問題について
は） 受験 生宿泊について
(5) その他
第1回附属図書館増築に関する検討委員会(11月17日）
（審議事項）
(1) 図書館増築に関する学術情報化図書館への再編に
ついて
第7回評議会(11月18日）
第7田部局長懇談会(11月18日）
（議 題）
(1) 当面の諸問題について
(2) その他
第5回生涯学習教育研究センター準備委員会（11月21日）
（議 題）
(1) 富山大学生涯学習教育研究 セ ン タ ー （仮称） につ
いて
(2) アンケートの集計結果について
(3) その他
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学位取得者 工学 部 助手 宮腰 隆
学 位 の 種類 工学博士 （岡山大学）
取得年 月日 平成 6年 9 月30 日
学位論 文名 論理関数簡単化 のための高速手法に関す る研究
論 文 の要旨 論 理関数を簡単化すればハードウェア量 の少ない論 理設計が実現できる。
本論文は、開発した簡単化 のため の各種高速手法 の研究成 果をまとめたも の
で、既存 の方法より高速に高精度な簡単化が可能と な ることを明らかにした。
学位取得者
学位 の 種類
取得年 月日
学位論 文名
論 文 の要旨
工学 部 助手 山本 健市
工学博士 （大阪府立大学）
平成 6年 10月30日
回 転円板法による粒子形状分離に関する研究
粒子群 の機能性 の向上を 目的とした回転円坂法による粒子形状分離に関し、
その基礎的な分離機構を理論的に明らかにした。 これを応用 し開発を試みた
2 ～ 3 の形状分離装置について 、 その有効性および細粒子群に対す る形状 分
離 の可能性を実験的に確かめた。
ゅー）��
異動区 分 発令年 月日 氏 名 異 動前 の所属官職 異 動 内 旬合ヤ
昇 任 6. 1 1. 16 神 原 貴 樹 助 手（東京Bお＃資額化戦願新無機筋語11� 助教授 （工 学 部）
6. 1 2. 1 山 瀬 晋 吾 助教授 （教育学 部） 教 授 （教育学 部）
／／ 鳥 海 清 司 講 師 （教育学 部） 助教授 （教育学 部）
死 亡 6. 11 . 21 前 田 あ けみ 助教授 （教育学 部） 死 亡 （公 務 外）
以下余白
EU 
平成6年12月発行
く直面海外レポートく
品凶寸L 報 第359号
新ルーバン大学（ルーバンカトリック大学）留学記
はじめに
私 の 留 学 先 は ベ ル ギ ー王国 の 新ルーパ ン （Louvain 
Neuve）の街に あ るルーノf ンカトリッ ク 大学（Universi te 
Cataholiqu e de Louvain）でした。ところがベルギーに
は他にルーパ ン（Leuven） の街があり、ひこにもルーパ
ンカトリッ ク 大学（Katholi eke Univerteit Leuven） が
あります。 日 本語では両校の 区別ができません。そこで
地元の人達 の 言うように新ル ーパ ン 大学とル ー パ ン 大学
とに表記しました。
1 . ベルギ ー の 新ル ー パ ン 大学に行った理由
こ の 度、文部省短期在 外研究員として新ルーパ ン 大学
に留学してきました。この 大学を選んだのは以下 の 理由
からです。私は発達心理学が専門領域でとくに児童・青
年を対象に研究を進めていますが、研究対象と方法で共
通性 の多い同大学 の フ ァンデ ンプ ラ ス 教授との間で、 児
童 の コ ンピテ ン ス の自己評価について 日 本とベルギー閣
の 国際比較研究をやる計画が進んでいて、こ の実行計画
と手順を最終段階まで進展させるねらいが ありました。
また、ベルギーでは大学入試が ありませんO入学希望
者全員が大学に入れます。 ご存じのように 日 本では受験
の 及ぼす子供へ の 影響はいまや深刻な社会的な問題となっ
ています。
こうした 日 本 の 事情からすると、ベルギーの 教育体制は
検討 の価値が高いと思われましたし、それに対する人々
の意識 の実情も探りたいと考えていました。
さらにベルギーという国はヨ ー ロッパ の中心に あって
列強諸国に取り固まれ幾度も戦乱にさらされ（ナポレオ
ン の 敗北で史上に名高いワ ーテルローは首都ブリュッ セ
ルの近郊に あります）ながら最後にはオ ラ ンダから独立
を勝ち取ったというしたたかさを持った国でもあります。
公用語として、北 の オ ラ ンダに近い地方では フ ラ マ ン 語
（オ ラ ンダ語の 方言）、南部 のワロ ン 地 方では フ ラ ン ス
語、東部 のドイツに近い地域ではドイツ語を使用してい
る複雑な面も あります。 こ の 国 の人達は共通のアイデ ン
ティティを持ちうるのかという関心も ありました。（こ
の 問題を大学で同室だった 5 年生（日 本 のマ ス タ ー コ ー
ス の 3 年に あたる） の 男子P君に尋ねたところ、即座に、
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教育学部教授 塚野 州 一
企新ルーパン大学の一角
c ommon identityは あ る、といって内ポケットから 自分
の身分証明書を取り出して見せてくれました。それは 3
種類 の言葉で証明文が記述されていました。言葉はちがっ
てもわれわれは共通の身分証明書を持っているというこ
となのでしょう。）
2 . 新ル ーパ ン 大学 の学生生活
ベルギーは人口、 国土ともに 日 本のおよそ12分 の lに
満たない小国で、 大学（Full Universiti es） は1425年創
設という伝統を誇るル ーパ ン 大学を始め全部で 7 つしか
ありません。私の留学した新ル ーパ ン 大学は、ル ー パ ン
大学から フ ラ ン ス 語系の人達が分かれて、およそ20年前
創設したもので、大学及び街 の人達は普通 フ ラ ン ス 語を
使用しています。
そこには10の学部（facultes）が あり、 学生数 の多い
順に挙げると、医学部、経済・社会・政治科学部、 法学
部、哲 ・ 文学部、応用科学部など、その他に inter 学部
と称する演劇、社会教育など の分野も あります。それは
50のdepartements に分かれ、さらに unite に区分され
ています。私は、直接には unit ede psychologi e du dev 
e-l o ppement humain に所属しました。私 の unite は、
教育と教育心理 の departement に包括されます。他に
実験心理、臨床心理、 の 2つ の departement が あ り、
これらで心理学と教育科学部を構成しています。
1994年度の 新ル ーパ ン大学の学生数（自 国 出身） 2 万
941人、 外国人学生研究者 4 千 3百人、 国籍数105です。
平成 6年12月発行 品同チ
自 国 の学生数も多い のですが、外国人学生研究者数と国
籍数 の多い のが私の関心を惹きました。西欧、東欧、 ア
フ リカ、北米、中南米それにアジ ア諸国と殆ど全世界か
ら学生研究者が集まっています。
日 本の 大学と著しく異なるのは大学の建物とキャ ン パ
ス です。大学の 建物は散在しその一階 の フ ロアーは大抵
商店が同居しています。私 の研究室は 2 階に ありました
が階下 の 事 務室は隔たりは ありますが、パ ン屋、スーパ一
、書店などと同じ棟 の フ ロアーにありました。 地下には
広い駐車場があり、驚くことには地下駅があ るのです。
私の学部 の 図書館は駅の切符売り場の隣に ありました。
（なおベルギーには改札がなく、 改札口は あ りません。
車掌 の 検札 の みで対応します。）富山で例えると富 山駅
の一帯に大学が あ ちこちに各種商店、銀行、郵便局、旅
行社、レス ト ラ ン 、映画館、劇場などと共存していると
いった感じですO
全学生研究者数 2 万 5 千人ほどに教職員と一般の街 の
人々 が加わって生活している新ルーパ ン の街ですが、 通
勤、通学者が多く、居住者（habitants）は 1 万 2 千人と
いいます。 それにしても少ない居住者数だと思って過ご
すうちに次 のことが分かつてきました。学生 の多くは男
子も女子も金曜 日 の午後から夕方にかけて、大きなビニー
ル製 のパックを担いだり、持ったりして、駅へ集まり電
車に乗り、中には車で、 ベ‘ルギー全土へそしてヨーロッ
パの各地へと帰省していきます。週末の 大学街は人通り
もまばらになります。彼らは 日 曜 日 の夜に、 同じように
それぞれ の荷物を持って帰省先から戻ってきます。夜 9
時 の電車に幾度か乗り合わせましたが ラ ッシュアワーで
した。車内で顔を合わせたら彼らは挨拶の抱擁をし、 楽
しそうに話し込んでいました。つまりこの学生達は居住
者として数えられないのです。
3 . 研究 のこと
さて、共同研究ですが、教授と の数回 の 討論 の末、 児
童 の認知的コ ンピテ ン ス について認知的 コ ンビテ ン ス 、
社会的 コ ンビテ ン ス 、身体的 コ ンビテ ン ス 、一般的自己
尊重の4領域を、 日 本とベルギーでそれぞれ の小学生を
対象に調査し、 国際比較をすることになり、実施計画が
まとまりました。また教授から 日 本 の 文 化論 の講義に使
用したいと、雛祭りの解説文 （私の持参した写真 の 中 か
ら選んだも の）と、ワープロに欧文文字を入力したもの
が 日 本語に変換されていくプロ セ ス の解説文とを英文で
書くように要請されました。さらに私の学位論 文 の 英訳
を頼まれ、留学期間の前半はせっせと和文英訳の修業を
するはめになりました。
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後半は教授から推薦された論 文と自分で図書館で探し
た文献 の購読が主になっていきました。図書館では英文
のジ ャーナルに加えて フ ラ ン ス 語、ドイツ語、北欧系、
そのほか欧州各地 の豊富なジ ャーナル類をみて、うらや
ましいと思いましたし、日 本にいることのハ ンディキャッ
プも感じました。そのほか教授のマス タ ー コース の授業、
semin ar とdiscussi on に出席していました。
こ のとき感じたヨーロッパ の 研究者の有利さは次の よ
うな厳しさを伴っていることも次第に分かつてきました。
前述した学生 の生活でも分かるようにこ の 大学には殆ど
全ヨーロッパ各地から学生がきています。これはそ の 規
模で大学の比較評価が行われていることを意味します。
実際、 同宿の フ ラ ン ス から来ている学生は、 パリ の 大学
は難しいといって嘆いていました。さらに教官 の採用も
同様な範囲から応募者があ るようです。私の uniteには
3 人 の 教授がいましたが、その中 の 40代の若手教授はア
メリカの 大学出身で最近採用された人でした。広範な地
域から研究 の情報が得られるということは、その規模で
競争が行われることでもあるのです。
4 . ベルギーの進学事情など
ここで大学入試のないベルギーの学校事情に触れてお
きます。 6年間の小学校は 日 本と同じです。ベルギーで
は次 の 6年間は s巴c ondar yscho ol になります。中学 ・
高校の別は ありません。この 6年閣 の コ ー ス 選択には 2
年聞を単位としていくつかの組み合わせがあり、その う
ち 2 つの コ ー ス だ けが大学入学資格がとれるのです。資
格があれば全員大学に入れます。ここまではベルギーは
日 本 の 受験生からみたら天国にみえます。しかし大学で
は 1 年から 2 年になれるのは新ルーパ ン 大学では30%で、
進級できなかった学生達は、再挑戦、再々 挑戦する者、
別 の Full UniversityやUniversityC ollege へさらには
各種学校へと変わって行く者というように改めて進路選
択をすることになります。したがって 1 年生数が多く、
教官は 1 年生には 1 ク ラ ス 500人 位 の 講義をいくつか担
当することになります。学部は 2 年で修 了し卒論は無し、
3 年から 5 年が 日 本のマス タ ー コ ー ス に あたり、 5 年生
で始めて論文を書きます。これをクリアーするとドク タ ー
コ ー ス の 6年聞が待っています。これは 日 本より長期間
になり、院生は助手 （週 2 日 位勤務）など のアルバイト
をしながらPh. D. を取得するために大奮闘していま
す。この助手の給与は教授が支払います。助手 の 人数は
教授間に格差があります。この 点は 日 本より教授は辛い
と思いました。
-7-
平成6年12 月 発 行
5 . 別 れ
品同ザー
ベルギ ー の人達は 外国人に対してとてもfri endlyで、
すぐに打 ち解 けて話をしてくれます。 ベルギ ー きつて の
美しい街ブル ー ジェで展覧会を観ての帰りに、中年過ぎ
の婦人と知り合い、パ ス から汽車の中まで話続けました。
彼女は あなたが降りるの は次 の駅ですよと念を押して、
席から立 ち上がりました。私はとっさ に尋ねました。自
分は間もなく 日 本に帰る、 あなたとはもう会うことはな
いだろう、いまの 挨拶は’またね’（ au r evoir）か’さよう
なら’（ adi eu）かと。一瞬考えた 彼女は’またね’だと答
えました。’ au r evoir’の 言葉を残して、彼女は夕閣 のホー
ムに降りて行きました。
報 第359号
名誉教授 志甫 博逸氏は、平成 6年 9 月 29日 逝去（ 享年82才）されましたが、 同氏 の 生前の功績に対し、 同 日
付けで従三位 に叙されました。
困
国
去る11月 3 日 付け で、平成 6年秋の叙勲が発 表され、本学関係では次の方が受章されました。
元富 山大学経理部長 荒井 甚雄 勲四等瑞宝章
平成6年度
文部省永年勤続者の表彰
文部省永年勤続者として、小林一三庶務部長が表彰され、平成 6年 1 1月 22 日（火）午前 1 1時45分から学長室 にお
いて、学長から表彰状が伝達され、併せて記念品の 贈呈がありました。
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45才以上対象
｜ 平成6年度富山地区国立学校等教職員 I 
｜生涯生活設計セミナーを開催｜
一一 県 内 国立学校等 か ら 85名が参 加 一一
平成 6 年 1 1月 2 5 日 （金）本学黒田講堂において、 県内
国立学校等に勤務する45才以上 の職員等を対象に、 平成
6年度富山地区国立学校等教職員生涯生活設計 セ ミナー
を開催しました。
本セ ミナーは、生涯生活設計の重要性に鑑み職員 の生
涯生活設計 の確立に質するとともに、職務に対する意欲
の向上と勤務能率 の増進を図ることを 目的に、文部省共
済組合と共催で平成 5 年度から実施しています。
昨 年度は、退職予定者を対象にしていましたが、今 年
度は、働き盛りの 時期に ある職員を対象とし、現 在 の生
活から退職に至るまでという長期 の生活設計を職員自ら
が立てることを支援するというプログラ ムになっていま
す。
当 日 は、県内国立学校等から85人が参加し、 文部省大
臣官房福利課 の中舎公立共済係長 の「生活設計 の 必要性
について」 の講義を始め各講義等に対し、 メモを取りな
がら最後まで、熱心に聴講していました。
なお、 日 程表は次 のとおりです。
企 文部省大臣官房福利課公立共済係長の講演を聴く受講者
（於：黒田講堂会議室）
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生涯生活設計セミナ一日程表
9: 30 
9・50
10・。。
30 
11 00 
30 
12 00 
30 
13: 00 
30 
14 00 
30 
15: 00 
30 
16: 00 
30 
17 00 
受 付
開 i:i の 後 拶
「生活設計の必要性Jについて
(60分）
「健康管理」について
(60分）
昼 食
「生涯生活設計のための
資産の運用Jについて (60分）
休 憩
ビデオ（ティータイム）
「いきがい」について
休 憩
「税のしくみ」について (60分）
（相続、不動産取得等）
閉 会 の 挨 拶
（相 談 コ ー ナ ー ）
理学の楽しさ見つけよう
富山大学人事課長 国 利 男
文郎省大臣官房福利諜 公立共済係長
中 舎 暮 樽
富山大学 教育学部助教綬
布 村 忠 弘
日本興業銀行 キューピーファミリ－�
参事役 佐 藤 俊 騎
向田会計事務所 所長
税理士向 田 智 郎
富山大学人事課長 園 利 男
銀行関係者・税理土
高校生対象の公開講座「理楽塾（＝リラックス）」を開催
一一 大 型ハイビジョンを用いた自然科学の本格的講義一一
本学理学部では、 1 1月 12 日 （土） 富 山県教育文化会館
において高校生を対象に公開講座「理楽塾（＝リ ラ ッ ク
ス ） 」を開催しました。
この講座は、 『いま高校生は本当に理工 系離れをして
いるのか、嫌っているの か。 そして、 これらを何とかす
るこ と は出来ないの か』と、理学部教官10人が世話役と
なり、高校 2 年生を対象に専門的な研究内容を分かり易
く講義する形 の公開講座を計画し、富山県教育委員 会を
通じて県内高校生に参加を呼びか け開催したも のです。
公開講座は 3 回にわたり実施する予定で、第 1 回 の 講
座は高校で の実力試験の 直前にもかかわらず、高校生37
人に高校教員も加わって計40人の参加がありました。 当
日 の講義は、大型ハイ ビジョンテレ ビを利用して、 “チャ
レンジ・ザ・不等式一自然界が与える証明一”及び“ ミ
クロに見ると、温度って何だ？”のテーマで行われ、 参
加した高校生は高校教科書には載っていない内容に真剣
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企 テーマに真剣に取り組む高校生
に取り組み、大学の 教育に魅了された様子でした。
この後、 12月 に地球科学、 1 月 に数学及び生物学につ
いて講義を行う予定です。 こ の実績を踏まえ、来年度は
本格的な化学の実験を含む講座を計画しています。
平成 6 年12月 発行
第2回（平成6年度）
品H-r 報
北陸地区国立学校等人事事務研修を実施
一一一 北 陸 地 区 国立学 校等から13人が受講一一一
平成 6 年10月 19 日 （水 ） から10月 21日（金 ） まで、 本
学が当番と なり国 立 立 山少 年 自然の家 において第 2 回
（平成 6 年度）北陸地区国立学校等人事事務研修を実施
しました。
この 研修は、北陸地区国立学校等の人事事務担当の 職
にある 3 年程度の経験を有する者に対して、その職務遂
行 に必要な基本的、 一 般的知識を修得させる と と も に 、
人事事務担当職員 と しての資質の向上を図るこ と を 目 的
と し、昨 年度から実施しています。 今 年は、北陸地区の
8 機関から13人が受講し、給与決定等の実務に取り組み
演習を中心 とした研修を実施しました。
第359号
なお、 日 程は次 の と おりです。 ... 国立立山少年自然の家での記念撮影
第2回（平成6年度）北陸地区国立学校人事事務研修日程表
9: 00 10 : 00 11: 00 12: 00 13 00 14 00 15: 00 16: 00 17 : 00 18: 00 19: 00 20: 00 
8: 30 30 30 30 30 30 30 30 30 
10 受 オ閲 （移 動） 「講話」 昼 「勤務時間・休暇制度・服務制度・兼業関係」 休 入 懇、リ
月 エ 富山大学ン 富山大学庶務部人事課
19 テ講 国立立山 職員係長 何百 義一 親
人事課長 富山医科薬科大学庶喜善諜日 シ 少年自然ヨ 穏員係長 綜 武
(71<) 付 ン式 の家へ 園和j男 食 富山商船高等専門学校庶務課 憩 浴 企2玄'-
人事係長 作井 坊
「給与決定関係」 給与決定関係
10 新 （演習及び発表） 昼 （演習及び発表） 休 タ 入 自
月 (A班） 富山酪ヰ鶏ヰ大学府務課 (A班） 富山殴ヰ鶏秩調湾諜 主
20 任用係長目谷 耕一 任期係長自谷 耕一" 給与主任 清水 邦浩 " 給与主任 清水 邦浩 研日 ーーーーーーーー・ーーーーーーーーー，－－’・．，ーーー，司・，，－－”・.........”・・・・.......，・・・ーー －－－ーーーーー...・－········ーーー－－－ーーーーー－ーーー・・・・・・・・・・・・ー・・・a・ー ・．．．．．．．．，．．．．．，，．．．
休） 食 (B班） 富は汰学時務部人事課 食 (B班） 富tlD\持続務部人事課 憩 食 浴 修給与係長伊野不二夫 給与係長伊野不二夫，， 任用主任 宮尾 幸一 ，， 任用主任 宮尾 幸一
10 朝 「任用関係」 「昇格・在職者調整関係J 昼 （講 義） ア閉
月
「人事管理
（ディスカッション） （移 動）
富山大学庶務部 富山医科耕大判定獄
ン
について」
21 給与係長西森 哲雄 ケ講
人事課任用係長 高岡括部1*今場混線 「人事事務の日 人事係長石坂 淳子 き
改善について」 富山大学へ
l鎗 食 堀口 勲 富山工業高等専P宇資苅鷲宮殿 食 ト式
人事係長川原 卯吉 前田 邦樹
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平成6年度東海・北陸地区
国 立 学 校 等係長研修を実施
一一一一 東海・北陸地区国立学校等から50人が受講 一一一一
平成6年度東海・北陸地区国立学校等係長研修を、 文 部
省と本学が共催で11月 8 日（火）から11月11 日 （金）ま
で呉羽ハイツにおいて実施しました。
この 研修は、東海・北陸地 区 の 国立学校等 の係長及び
係長相 当 の職に あ る者に対して、職務遂行に必要な基本
的、一般的知識を修得させるとともに、係長として の能
力及び職見を確立させ国立学校等 の管理運営 の重要な担
い手としての職員 の資質向上を図る ことを 目的とし、 毎
年実施しています。 今年は、東海・北陸地区の 29機関か
ら50人が受講しました。
第359号
今 回は、本学庶務部長 の「特別講話」をはじめ、 種々
の講義、班別討議及び立山博物館の 見学等を行い、全員
が所定の課程を修了しました。 研修期間中は、好天にも
恵まれ受講生からは、大変有意義であったと の意見が多
く寄せられました。
.A 熱心に意見交換が行われた班別討議
なお、 日 程 表は次のとおりです。
平 成 6 年 度 東 海・北 陸 地 区国立学校等係長研修日程表
時間 8: 00 9: 00 10: 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14: 00 15: 00 16: 00 17 : 00 18: 00 19: 00 
月日 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 
受 聞記 オ 特別講話 講 義 休
第1 日 目 念ェ 「学術行政上の
講 7’p テン 富山大学 諸問題J 懇 親 会真l
文部省学術国際局11月 8 日 附 撮シ 庶務部長
学術課課長補佐ヨ
付 式影 ン 小林 一三
芝国 政之 憩
講 義 演 習 演 習 研 修 講 義第2 日 目 「人事行政上の 「職場のメン
ビデオ 自 主
朝 食 諸問題 昼 食
タルヘルス」
休 憩 夕 食
文部省大臣官房 富山大学 研 修11月 9 日 （水）
人事課専門員 「班別討議」 「班別討議」 「服務関係」 教育学部教援
富張 実
石原
務
議 義 講 義 施 設 見 学第3 日 目 「富山大学の 「組織とリーダー 自 主
朝 食 教育改革」 シップ」 昼 食 休 憩 夕 食
11月10 日 休） 富山大学 北陸電気工業側 研 修
教育学部教授
代表取締役社長 富山県「立山博物館」
瀧樗 弘 中村 正夫
講 義 閉
第4臼目 演 習 「働き盛りの
朝 食 健康と漢方」 講
11月11 日 樹 富山医科薬科大学「全体討議」 医学部教綬
寺湾 捷年 式
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富山県留学 生等交流推進会議
,u.I, -r 報 第359号
座談会「地域住民と留学生との交流促進について」
平成 6年度富 山県留学生等交流推進会議（議長：小黒
千足富 山 大学長 ） が、去る1 1月 23日（火） 市 内 の 高志会
館において、文部省学術国 際局留学生交流政策室の 小池
良高地域交流推進 ・ 指導係長及び同留学生課の井村隆私
費留学生係員を迎えて開催されました。
総会では、小黒議長 の あいさつの 後、文部省から、最
近 の留学生受入れ事情について説明が ありました。続い
て、協議に入り、県内在住の私費外国人留学生等に対す
る支援方策として、
① 富 山県が私費留学生全員に支給している富山県国
際交流奨学金の支給方法の見直しによる奨学制度の
充実
② 良質 ・低廉な留学生宿舎 の確保について、大 学 の
積極的な取り組みと関係機関の支援・協力
③ 留学生に対する博物館等文 化 施設 の無料または割
引開放及び県内各地 の祭り、催し物が一目 で分かる
行事表の作成について
の 検討が行われ、！順次改善が図られるよう関係機関へ依
頼することとなりました。また、推進会議 の活性 化を図
るため、現幹事会に新たに 4 団体（富山国 際大学、 富 山
市、富山県商工会議所連合会、富 山県婦期会） の 加入が
認められ、これによって、留学生に密着した施策等 の 企
画立案を図ることとなりました。
引き続き、 「地域住民と留学生と の交流促進」 をテー
マに座談会を聞き、留学生 4 人と推進会議委員 3 人から
それぞれ話題提供を受け、活発な意見交換が行われまし
fこ。
留学生からは、
・勉強とアルバイトを両立させることが難しい。
・留学生と交流を深めたい 日 本人を 紹介してほしい。
・ 日 本人学生と親しくなるアドバイス をいただきたい0
・ ス ポーツ セン タ ー、映画館、コン サートホール等 の 施
設を安く利用したい。
・多く の留学生が入居できる宿舎を建ててほしい。
など財政的支援だけでなく心 の支援が真の 国 際交流につ
ながると の 発言がありました。
一方、推進会議委員からは、
・いろいろな行事を企画している ので積極的に参加して
企 富山県留学生等交流推進会議（於：高志会館）
企 活発に意見を交換する留学生
ほしい0
・留学生と の パ ーティが行えるよう国や地方公共団体 の
施設 の使用に便宜を図ってほしい。
・ 国 際交流団体の人と仲良くなることで少しでも悩みが
解消できる。
など心 の支援を充実させるため、留学生や公共機関へ の
要望が出されました。
終わりに文部省から、 「留学生と 日 本人と の情報交換
があらゆる場面で重要であ る。」と の感想が述べられ、
実りあ る推進会議となりました。
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平成6年度
日本育英会奨学金返還説明会を開催
平成 6 年度日 本育英会奨学金返還説明会が、1 1 月 9 日
（水） 13時30分から 経済学部201講義室で行われました。
現在、本学では延1,355名（ 一 種 1,089名、二 種 266 
名）が 日 本育英会 の 奨学金 の貸与を受 けていますが、こ
の うち、平成 7 年 3 月 に満期を迎える348名（一 種 292 
名、二 種 56名）を対象に開催されました。
当 日 は、 日 本育英会名古屋支所収納課 宮下主任及び
石川係官から奨学金 の返還に関する諸手続きについて説
明があり、その後、富 山 第 一 高等学校 伊井教諭から、
「育英友 の 会」の活動及び勧誘について説 明が あ りまし
た。対象者の約6割が参加し、 メモを取ったり質問を行
うなと‘熱心に聴いていました。
なお、この 説明 会に参加した学 生は、それぞれが卒業
後に奨学金を確実に返還していくこと の意義を再確認す
るとともに、今 後 の返還に関する手続き方法を理解する
うえでも、大変有意義であ ったも のと思われます。
企 多くの日本育英会奨学生が参加し、 開催された奨
学金返還説明会（於：経済学部201講義室）
平成6年度日本育英会奨学生数
平成2年賦前入学 平成 3 年度入学 平成 4 年度入学 平成 5 年度入学 平成 6 年度入学
f_コ>. 計
区 分 第 1 種 第 2 種 第 1 種 第 2 種 第 l 種 第 2 種 第 1 種 第 2 種 第 1 種 第 2 種
人 文 寸，，.，．ー 部 49 1 1  38(1)  7 38 10 45(1 )  1 2  212( 2) 
教 育 ザム孟ゐー 部 2 55( 1 )  12  42 8 48(2) 12 46 1 1  236( 3) 
経 済 ザA主4与ー 部 2(1)  68(2) 8 81( 1 )  15 58( 1 )  12  45 13  303( 5)  
理 尋＂＂ユ， 部 6 4 3 1  7 38( 1 )  20 46 7 28 1 1  198( 1 )  
工 寸＂＂一． 部 15 3 57(1 )  2 1  65(1)  18 54 21 53(3) 16  323( 5) 
計 26( 1 )  9 260(4) 59 264(4) 68 244(3) 62 217(4) 63 1,272 � 16) 
大学院人文科学研究科 4 4 8 
大学院教育学研究科 5 5 
大学院経済学研究科 2 2 
大学院理 学 研 究 科 1 0  7 1 18 
大学院工 （修 士） 22 22 
学研究科 （博士前期） 21 4 25 
大学院工学研究科（博士後期） 3 3 
計 38 40 5 83 
止ci 5十 26( 1 )  9 260(4) 59 264(4) 68 282(3) 62 257(4) 68 1,355(16) 
（ ）内は、併用貸与者数で内数。
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
韓 国の仮面 劇にお ける中国演 劇・
6.1 1. 2 
外 国 出張 人文学部 教授 磯 部 d早包Jノ� 韓 国 小説の影響をめぐる 調査・ 研究 6.1 1. 5 
第24 回北米ニュ ーロサイエ ンス
6.1 1  13  
工学 部 ，， 佐々 木 和 男 アメ リ カ 合衆 国 ミーテ ィ ング出席、 研究発表 6.1 1.19 
国 際協力事業団の フ ィリピ ン理数 6.1 1. 16 
教育学部 II 山 極 隆 フ イ ピ ン 科教師訓練セ ン タ ープロジェ ク ト
推進のため 6.1 1.25 
筋疲労の国 際シンポジウム に参加、
6.1 1. 9 
海 外 研 修 教育学部 助教授 堀 田 朋 基 アメ リ カ 合衆 国 研究発表 6.1 1.15 
6. 1 1. 12 
工 学 部 講 師 堀 田 裕 弘 ノノ 第 1 回画像処 理国 際会議に出席
6.1 1.19  
6.1 1.16 
教育学部 教 授 山 地 啓 司 韓 国 中央大学校学術大会に出席
6.1 1.19 
「歴史時代におけるモ ンスー ンア 6.1 1.16 
，， 助教授 田 上 善 夫 中 国 ジアの気候復元」 研究集会に出席
及び研究打合せ 6.1 1.25 
⑤⑧©⑧⑧⑤ 
氏 名 本 国 にお け る
来 学 目 的 本学受入れ先 期 間
（ 国 籍） 所属機関・職名
ラ ッキー ・ ギャ ラ ガ ー 北米リスク・マネジメント 経済学部 ・教授 6.1 1. 9 
講 演 ・ 研 究打 合せ
（アメリカ合衆国） 保険 管 理 協 会 会 長 武 井 勲 6.1 1.10 
ジエリー.D.ジェニングズ ア メ リ カ 合 衆 国 経済学部 ・教授
講 演 ・ 研 究打 合 せ 6.1 1.28 
（アメリカ合衆国） 前 危機 管 理庁副長 官 武 井 勲
phu 
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秀作揃いの
平成 6 年 度教 職 員 文化展
本学レ ク リエーショ ン 委員会文化部会と文部省共済組
合富山 大学支部 の共催により、去る10月31 日 （月） から
11月 2 日 （水）までの 3 日 間にわたって本学黒田講堂会
議室・ エ ン ト ラ ン ス ホ ー ルにおいて、平成6年度教職員
文化展が開催されました。
本学教職員及び家族から出品された華道16点、手芸 43
点、書道22点、絵画10点、盆景8 点、盆栽1 点、計100点
が会場一杯に展示 され、 出展者の多彩な趣味・特技に多
く の 教職員が 目を見張っていました。
たて
また、お昼時には茶道班による抹茶 の 点出しが あ るな
ど、会場に見えた教職員をはじめ地元住民の 方々 の好評
を↑専しました。
⑨⑧⑥⑨⑨⑧＠②④② 
くソフトボール大会＞
本学レ ク リエ ー ショ ン 委員会体育部ソ フ トボール班と、
文部省共済組合富山 大学支部 の共催による平成 6年度部
局対抗ソフトボール大会が、去る 9 月13日 （幼 から11月22
日 （火） の 問、本学グ ラウ ンドで行われ、熱戦が繰りひろげ
られました。
なお、成績は次 のとおりです。
優 勝
準優勝
く野球大会＞
経理部チー ム
経済学部チ ー ム
本学レ ク リエーショ ン 委員会体育部会野球班と、文 部
省共済組合富 山 大学支部 の共催による平成 6年度部局対
抗野球大会が、10月17 日 （月） から11月 4 日 闘 の 問、 本学グ
ラ ウ ンドで行われ、熱戦が繰りひろげられました。
なお、成績は次のとおりです。
優 勝 人文学部・理学部チ ー ム
準優勝 本部チ ー ム
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くバレーボール大会＞
本学レ ク リエーショ ン 委員会体育部会排球班と文部省
共済組合富山 大学支部の共催による平成6年度学内バレー
ボ ー ル大会が、去る11月1 2 日 （土）本学第 3 体育館で開
催され、部局等 5 チー ムにより熱戦が繰りひろげられま
した。
なお、成績は次 のとおりです。
優 勝 教育・工学部チ ー ム
準優勝 人文 ・ 理学部チ ー ム
3 位 学 生部チ ー ム
平成 6年12月 発行 声H+ 
く車球大会 ＞
本学レ ク リエーション委員会体育部会卓球班と、文部
省共済組合富 山大学支部 の共催による平成 6年度学内卓
球大会が、去る11月 18 日（金）に本学第 2 体 育館で開催
され、部局対抗 5 チー ムによる熱戦が繰りひろげられま
した。
な お、成績は次 のとおりです。
優 勝 本部チ ー ム
準優勝 工学部チーム
3 位 教育学部チー ム
報 第359号
也事）��
く住 所変 更＞
部 局 名 官 職 氏 名
教 育 ずA込らー 部 助 教 授 田 上 善 夫
工 寸；»＇ニ，ー 部 文部事務官 寺 林 忠 男
工 学 部 事務補佐員 佐 倉 珠 美
く新 任 者 住 所＞
部 局 名 官 職 氏 名
人 文 寸；»＇エー． 部 助 教 授 一ノ瀬 恵
工 寸＂＂＂与， 部 助 教 授 神 原 貴 樹
く住所表示変更＞
部 局 名 官 職 氏 名
庶 務 部 文部事務官 小 林 ー ＝
庶 務 部人事 課 文部事務官 園 利 男
車叉 理 部 文部事務官 横 山 立 身
人 文 学 部 教 授 富 田 正 弘
人 文 －ム斗f" 部 事土 授 海老原 直 邦
人 文 学 部 教 授 溝 口 常 俊
可t
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部 局 名
人 文 学 部
人 文 学 部
人 文 学 部
人 文 学 部
人 文 学 部
人 文 学 部
人 文 学 部
教 育 学 部
教 育 学 部
官 職
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
教 授
教 授
氏 名
松 崎 一 平
東 田 雅 博
吉 田 俊 則
根 津 由喜夫
水 内 俊 雄
二 村 文 人
岸 田 文 隆
山 本 都 久
岸 井 勇 雄
教 育 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 呉 羽 長
教 育 学 部
教 育 学 部
教 育 学 部
教 育 学 部
教 育 学 部
教 育 学 部
経 済 学 部
経 済 学 部
経 済 学 部
理 学 部
理
一理
学
一学
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
教 授
部
部
教
教
授
授
原 田 嘉 昭
加 藤 扶久美
柄 座 圭太郎
石 井 哲 夫
布 村 忠 弘
山 下 正 人
滝 川 敏 明
太 田 雅 晴
志津田 一 彦
渡 遺 義 之
桜 井 醇 児
小 島 貴
工 学 部 ｜ 教
理 学 部 l 助 教 授 ｜ 藤 田 安 啓
授 ｜ 佐 治 重 興
工 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 川原田 淳
工
工
工
学
一学
一学
部
一部
一部
助 教 授
助 教 授
助 手
岡 田 裕 之
西 村 克 彦
蓮覚寺聖 一
工 学 部 ｜ 助 聡手 ｜ 砂 田
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富山大学教育学部助教授 前 田 あけみ氏逝去
本学教育学部助教授前田 あ け み氏が平成6年11月 2 1
日 に 逝去 さ れ ま し た 。 享年40歳。
同 氏 は 、 昭和52年 3 月 お 茶 の 水女子大学家政学部 を
卒業後 、 同年 4 月 お茶 の水女子大学大学院家政学研究
科修士課程 （児童学専攻 ） に入学、 同54年 3 月 同 大学
院修士課程 を 修了 し 、 同年 4 月 同 大学院人間文化研究
科博士課程 （比較文化学専攻 ） に入学、 同57年 3 月 同
大学院博士課程 を単位取得後 、 米国 ミ ネ ソ タ 大学大学
院文化人類学心理 コ ー ス に留学、 帰国後、 日 本学術振
興会特別奨励研究員、 関係学研究所児童臨床研究会園
児発達相談員、 小田原女子短期大学非常勤講師等 を 経
て 、 平成元年 4 月富山大学教育学部講師 に就任 さ れ 、
平成 3 年6 月 富山大学教育学部助教授 に昇任 さ れ ま し
fこ 。
同 氏 は 、 熱意 と 温情 を も っ て専門 と す る 保育 内 容 の
研究 と 教育 に 従事 さ れて い た と こ ろ 、 平成 3 年10月 よ
り 体調 を 崩 さ れ入院加療中で し た が 、 同 6年11月 21 日
に復帰の願い も 叶 え ら れ る こ と な く 逝去 さ れ た も の で
す 。
研究面 で は 、 保育者養成の 中核 に 「い ま 、 こ こ で子
供 と 出会 い 、 そ こ に展開す る 保育状況 に お い て発展的
に ふ る ま う 保育実践力」 の 育成を 置 き 、 そ の た め に は、
① “ み る ” こ と に 自 ら を解 き 放 つ こ と ②保育事象 の
発展過程 を 関 係構造的 に把握す る こ と ③対人関係的
感受性を 高 め る こ と が必須 の要件であ る と し 、 そ の 方
法 と し て心理劇 に よ る ト レ ー ニ ン グ及 び チ ー ム 観察法
を開発 さ れ ま し た 。
ま た 、 幼児発達 の 援助者 と し て の保育者 の専門性 を
探 る た め 、 心理劇研究会及 び関係学会 を 中 心 に 、 人 と
人 、 人 と 物 と の 関係 を追究 さ れ 、 特 に 同氏 に 関 わ り の
深 い 「能」 を題材 に し た論文に お い て 、 人間存在 と そ
の表現 に つ い て身体論 、 役割論 か ら 考察 し 、 日 常生活
と 劇 と の 関係 を論 ず る こ と に よ っ て 、 人間 に と っ て の
劇的活動 の 意 味 を 明 ら か に さ れ ま し た 。
こ れ ら の 同 氏 の 功績 に よ る 論文 ・ 著書等 は 、 多 数 に
及 ん で い ま す 。
以上 の と お り 、 同氏の研究実績 は基本的保育技能 の
養成を 目 指す も の と さ れ 、 今 後 の 新 た な る 知見に よ る
保育研究 の発展が期待 さ れて い た の に 、 同 氏 を失 っ た
打撃 は計 り 知 れ な い も の が あ り 、 痛恨 の極み で あ り ま
す 。
こ こ に 同氏 の御 功 績 を 偲 び顕彰す る と と も に 、 御 冥
福 を祈 り 、 謹んで哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
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本 部
1 1月 1 日 就職連絡会議
1 ～ 2 8  第52回東海 ・ 北陸地区国立大学長会議
（立山国際 ホ テ ル）
2 日 富山地区国立学校等人事担当課長会議
（高岡短大〉
改正給与法説明会 （人事院中部事務局 ）
7 ～ 9 日 第 6 回富山地 区国立学校等中堅職員研修
（富山 医科薬科大 、 立山少年自 然 の 家 ）
7 ～ 1 1 日 平成 7 年度推薦入学 ・ 帰国子女 ・ 社会人特別
選抜入学願書受付
8 ～ 9 日 国立学校土地有効活用 検討状況等実地調査
8 ～ 1 1 日 平成6年度東海 ・ 北陸地区国立学校等係長
研修 （呉羽 ハ イ ツ ）
9 日 国大協理事会 （学士会分館）
奨学金返還 に 関す る 説明会
学内 物品定期 検査 （工学部他 ）
9 ～ 10 日 第59回国立大学学生部次長協議会 （山 口 ）
10日 情報処理 セ ン タ ー運営委員会
10～ 1 1 日 東海北陸地区国立学校等施設系職員研修会
（立山少年自 然 の 家 ）
1 1 日 第 3 回富山大学廃棄処理施設専門委員会
電気主任技術者会議 （ タ ワ ー 1 1 1 )
12 日 学内 バ レ ー ボ ー ル大会
14 日 第 4 回授業料等減免選考委員会
第 1 回入学者選抜方法研究委員会専門委員会
14～ 15日 平成6年度第 16田北陸地区大学等厚生補導
担当者研修会 （芦原研修会館）
15日 改正給与法等説明会
構内 交通安全一斉指導
第 6 回教養教育委員会企画専門委員会
学生相談 の在 り 方検討会
平成 9 年度第 5 回入学者選抜実施教科 ・ 科 目
等検討会
16日 第 2 回教養教育経費部局負担検討 ワ ー キ ン グ
グ ル ー プ会議
健康 の集 い
16～ 1 7 日 第95回 国大協総会 （学士会館）
17 日 第 5 回教養教育委員会実施専門委員会
学園 ニ ュ ー ス 編集委員会
第 3 回入学試験実施委員会
17～ 18日 第 12回大学等廃棄物処理施設協議会総会
研修会 （京大会館 ）
18日 国大協第62回事務連絡会議 （学士会館）
学内卓球大会
21 日 一般設備費 ヒ ア リ ン グ
22 日 文部省永年勤続者伝達式
営繕関係経費 ヒ ア リ ン グ
富山県留学生等交流推進会議 （高志会館）
24～25 日 富 山地区国立学校等採用 合同面接
25 日 平成6年度富 山地区国立学校等教職員生涯
生活設計セ ミ ナ ー （黒田講堂）
第37回北陸 6 大学施設担当者協議会
（富山大）
28日 第 2 回教養教育教官負担検討小委員会
平成6年度全国 国家公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン
共同事業富山地区 ビ ー チ ボ ー ル大会
29 日 第 4 回入学試験実施委員会
30 日 平成 7 年度推薦入学帰国子女 ・ 社会人特別
選抜入学試験
人 文 学 部 1
1 1月 2 日 学部将来計画委員会
学部入学者選抜方法検討委員会
学部国際交流委員会
9 日 教授会
教授会 （人事 ）
大学院人文科学研究科委員会
16日 学部予算委員会
学部紀要委員会
独立大学院研究科 （博士課程 ） 設置検討委員
会 （仮称）
18日 人文科学研究科教務等検討委員会
30 日 教授会
教授会 （人事 ）
大学院人文科学研究科委員会
nu ヮ“
平成6年12月発行 品同十
教 育 学 部 1
2 日 教育学研究科委員会小委員会
教育学研究科委員会
人事教授会
教育学研究科設置記念祝賀会実行委員会
附属幼稚園保育研究会
4 日 平成 7 年度教育学研究科入学試験合格者発表
7 ～ 8 日 日 本教育大学協会北陸地区会学長 ・ 副学長 ・
学部長 ・ 学部教員合同会議 （芦原温泉 「 ホ テ
ル ま つ や 」 ）
9 日 予算委員会
教務委員会
教授会
人事教授会
10 日 紀要編集委員会
附属学校非常勤講師任用 計画に関す る 検討会
10～ 16日 附属幼稚園入国願書 ・ 附属養護学校入学願書
受付
16日 人事教授会
就職 ガ イ ダ ン ス
ル ー ド ヴ ィ ヒ ス プ ル ク 教育大学留学報告会
17日 附属学校非常勤講師任用 計画 に関す る 検討会
18日 入学者選抜方法検討委員会
24 日 学部将来計画委員会
30 日 平成 7 年度教育学部推薦入学試験
教育実習検討委員会
経 済 学 部 1
1 1月 1 日 大学院経済学研究科委員会小委員会
2 日 学部教務委員会
学部入学方法検討委員会
財務委員会
学部施設整備委員会
9 日 大学院経済学研究科委員会
教授会
学部入学方法検討委員会 （持 ち 回 り ）
1 1 日 平成6年度夜間主 コ ー ス 設置大学学部長会議
( K K  R 東京竹橋 ）
15日 防火対策委員会
16日 各種委員選考委員会
報 第359-号
18日 平成6年度秋季国立12大学経済学部 ・ 経営
学部学部長及び事務長会議（東京郵便貯金会館）
21 日 学部施設整備委員会
22日 学部留学生委員会小委員会
学部図書委員会 （持 ち 回 り ）
24日 学部入学方法検討委員会
教授会
25日 助手室業務運営委員会
30 日 平成 7 年度富山大学経済学部推薦入学、 帰 国
子女 ・ 社会人特別選抜
理 学 部 1
1 1月 2 日 学部情報化対策検討委員会
学部入試改善委員会
4 日 学部学生生活委員会
5 日 公開講座 「地球 ・ 生物 ・ 物質の現代像 E 」
『深海か ら み た地球像』
9 日 学部入試改善委員会
教授会
大学院理学研究科委員会
人事教授会
12日 公開講座 「地球 ・ 生物 ・ 物質の現代像 E 」
『結晶 の 世界』
16日 学科長会議
17日 学部教務委員会
19日 公開講座 「地球 ・ 生物 ・ 物質 の現代像 E 」
『量子の 世界J
22日 学科長会議
24日 学部入試改善委員会
29日 学部入試改善委員会
30 日 学科長会議
1 1月 2 日 教授会
研究科委員会
16日 工場運営委員会
17 日 学部教務委員会
28日 入学試験検討委員会
30 日 教授会
nL 
平成 6 年 12月 発行
附 属 図 書 館 1
1 1月 1 ～ 2 日
品同
十
北信越地区国立大学附属図書館事務部課長
会議 （長岡技術科学大）
10～ 1 1 日 北信越地区図書館研究会 （上越教育大 ）
1 1 日 第 2 回 附属図書館 自 己点検評価委員会管理
運営専門委員会
川 合文書整理説明会
28 日 第 3 回附属図書館 自 己点検評価委員会利用 サ ー
ビ ス 専門委員会
地域共同研究セ ンター ｜
1 1月 8 日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会
14～ 18日 先端技術研修 （環境 コ ー ス ）
1 6 日 産学官交流 TOYAMA テ ク ノ フ ォ ー ラ ム ’ 94
18日 地域共同研究 セ ン タ ー 講演会
24 日 企業見学 と 産学官交流会 （富山合金側）
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富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1丁目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 附
